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鳴門教育大学授業実践研究
－授業改善をめざして－
第１８号　２０１９
１．乳児保育のニーズの増大とその対応
　厚生労働省の統計によると，保育所等（保育所に加え，
幼保連携型認定こども園等の数値を含む）における乳児
保育の利用率は年々増加している。平成３０年９月に公表
された「保育所等関連状況取りまとめ（平成３０年４月
１日）」によると，０歳児の１５.６％（１４９,９４８人），１・２
歳児の４７.０％（９２１,３１３人）が，保育所等を利用してい
る。平成２５年９月に公表された「保育所関連状況取り
まとめ（平成２５年４月１日）」の数値は，０歳児が１０.８％
（１１２,３７３人），１・２歳児が３３.９％（７１５,４００人）である
ことと比較すると，格段に増加していることが分かる。
なお，年齢区分別の就学前児童数は，平成３０年４月の
０ 歳 児 が９６３,０００人，平 成２５年 ４ 月 の ０ 歳 児 が
１,０４４,０００人であることをみると，０歳児の人数自体は
減少しているにもかかわらず，保育所を利用している０
歳児の人数と割合は上昇しているのである。
　ところで保育を希望しても入所することのできない待
機児童の多くは３歳未満児であり，保育所等の量の拡充
が国や自治体によって急務として取り組まれているが，
同時に，保育の質の向上もまた喫緊の課題として指摘さ
れている。
　このような状況に鑑み，平成２９年３月に改訂された保
育所保育指針は，「乳児保育」及び「１歳以上３歳未満
児」に関して，ねらい及び内容についての記述を大幅に
増加させている。
　また，「児童福祉法施行規則第６条の２第１項第３号の
指定保育士養成施設の修業教科目及び単位数並びに履修
方法の一部を改正する件」が平成３０年に公布され，平
成３１年４月１日より適用されることとなり，「乳児保育」
（演習２単位）は，「乳児保育Ⅰ」（講義２単位）と「乳児
保育Ⅱ」（演習１単位）に改正されることとなった。保育
士の養成課程においても単位数を増加させ，授業内容の
充実が図られることが企図されていると考えられる。
　本稿においては，保育士養成施設において，必修科目
である「乳児保育」の授業を充実するための工夫につい
ての報告を行う。
２．学部授業「乳児保育」の位置づけ
　保育士養成施設において，「乳児保育」の授業は，０歳
児だけでなく，３歳未満児の保育を取り扱うこととなっ
ている。そこで本稿においても，「乳児保育」と記載する
場合には，３歳児未満の乳幼児の保育を指すこととする。
　今回の児童福祉法の一部を改正する法律等に伴って，
厚生労働省雇用均等・児童家庭局から，「指定保育士養成
施設の指定及び運営の基準について」とする通知が出さ
れており，その中に「教科目の教授内容」としてモデル
カリキュラムの目標が以下の〈表１〉〈表２〉のように示
されている。
　これらの「乳児保育Ⅰ」「乳児保育Ⅱ」のモデルカリキュ
ラムの授業の目標をみると，「乳児保育の意義と目的につ
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〈表１〉乳児保育Ⅰ（講義・２単位）
目標
１．乳児保育の意義・目的と歴史的変遷及び役割等について理解
する。
２．保育所，乳児院等多様な保育の場における乳児保育の現状と
課題について理解する。
３．３歳未満児の発育・発達を踏まえた保育の内容と運営体制に
ついて理解する。
４．乳児保育における職員間の連携・協働及び保護者や地域の関
係機関との連携について理解する。
〈表２〉乳児保育Ⅱ（演習・１単位）
目標
１．３歳未満児の発育・発達の過程や特性を踏まえた援助や関わ
りの基本的な考え方について理解する。
２．養護及び教育の一体性を踏まえ，３歳未満児の子どもの生活
や遊びと保育の方法及び環境ついて，具体的に理解する。
３．乳児保育における配慮の実際について，具体的に理解する。
４．上記１〜３を踏まえ，乳児保育における計画の作成について，
具体的に理解する。
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いて理解する」といった原理にかかわる事項から，「乳児
の発達をふまえた乳児保育の保育内容と環境の構成，指
導計画について理解する」「乳児の発達をふまえた保育者
のかかわりの基本的な考え方について理解する」といっ
た保育の具体的な内容や方法，指導法にかかわる事項，
「他の保育者との連携や保護者等とのかかわりについて
理解する」というような保育を行う上での他者とのつな
がりに関する事項まで，幅広く多岐にわたって学ぶこと
になっていることが分かる。
　四年制大学が保育士養成施設として保育士養成を行う
にあたり，１〜２年次に保育士資格取得のための必修科
目として，保育実習より前に「乳児保育」の授業を開講
している場合が多い。
　「乳児保育」に関する多くの内容を，大学入学間もない
１年次に学ぶには，どのような授業の工夫が必要となる
のだろうか。
　保育士養成施設における「乳児保育」の授業に関して
は，以下のような先行研究が行われているが，そのほと
んどが短期大学における乳児保育の授業についてである。
例えば，福井（２００６）は短期大学の学生が乳児に対して
肯定的なイメージをもっていることを明らかにしている。
さらに宍戸・坪井（２０１７）は，短期大学における乳児保
育の授業において，子育て支援との体験学習を関連付け
た学習プログラムの可能性について述べている。村野
（２０１８）は，短期大学における「乳児保育」の授業にお
いてロールプレイなどの体験やワークシートなどを用い
た授業を実施し，乳児保育についての多用な視点の獲得
をめざしていることを述べている。また，小林（２０１８）は，
大学における「乳児保育」の授業において，学生の乳児
とかかわる経験の少なさをふまえつつ，乳児の遊びを体
験する授業の取り組みを報告している。これらの先行研
究においては，学生の乳児の関わる経験の不足が指摘さ
れており，それらを踏まえた授業の工夫が記述されてい
る。
　学生の乳児にかかわる経験の不足については，これま
で筆者も認識し，乳児保育の授業を行っていた。そこで
今年度は，来年度以降の「乳児保育Ⅰ」「乳児保育Ⅱ」の
単位増加を見通して，「乳児保育」の授業をさらに充実さ
せる方策を探るために，授業開始前の受講学生の乳児や
乳児保育に関する経験を改めて把握するアンケートを
行った。
　
３．「乳児保育」についての事前アンケートの結
果と分析
　４月の「乳児保育」授業開始時に，受講生に対して乳
児や乳児保育へのかかわりについてのアンケート調査を
行った。アンケートに記述された自由記述について，KJ
法により分析を行った。自由記述を切片化し，ラベルを
付けた後，グループ化を行った。ラベルとグループを図
解化したものが〈図１〉である。
　〈図１〉に示したように，学部１年次に大学で「乳児保
育」の授業を受講する前の，学生の乳児と関わった経験
としては，中学生の時の職業体験や，知り合いの会合な
ど，１回程度の機会しかもつことができていない。これ
から乳児保育についての専門的な内容を学ぶための前提
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〈図１〉学生の乳児・乳児保育についてのこれまでのかかわり
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となる経験としてはかなり少ないといわざるを得ない。
　このかなり少ない経験にもとづいて，学生は，乳児の
事前イメージとして，「身体的に未発達で，多くのサポー
トを必要とする存在」「守られるべき，大事にされるべき
存在」といった，〈乳児の未発達さ〉に着目したイメージ
をもっていることがわかる。また，「あたたかく，柔らか
いイメージ」「純粋」といった〈たおやかで無垢な存在〉
と乳児をとらえている。一方で「泣くことなどによって
意思を表現する」「意志を持ってやりたいことを行う」と
いった，乳児であっても〈意志を持つ存在〉としてとら
えている。
　さらに学生は，保育士についての事前イメージとして，
「献身的」「安心感，やさしい」「コミュニケーション能
力がある」「健康」といったイメージを抱いており，幼い
子どもにかかわる保育士を，〈思いやりがあり親身になっ
てかかわりをもつ存在〉ととらえていることがわかる。
さらに，「子どもの体調の変化にはやく気付く」「善悪の
判断」「抱っこやスキンシップ」といった〈保育士の具体
的行動〉についても想像し，「子どもの成長への支援」
「子どもに寄り添う」「広い視野」「乳児にかかわる経験
と知識」というように，保育士を専門職としてとらえて
いる。また，子どもだけでなく「保護者から信頼感」を
得ている存在であるとも考えている。
　以上のような乳児と保育士についての事前のイメージ
を踏まえて，学生たちが「乳児保育」の授業で学びたい
こととしては，「乳児の成長過程」や「心理」「思考や興
味，感性」といった〈乳児についての事項〉，「乳児保育
の環境や遊び」「乳児へのかかわり」といった〈乳児保育
についての事項〉，さらに「保護者の心理」という保護者
に関連する事項を挙げていて，幅広い学びを期待してい
ることがわかる。
４．「乳児保育」における授業の工夫
　アンケートからも明らかになっているように，学生な
りの乳児や保育士についてのイメージにもとづいて，幅
広い期待をもって授業にのぞんでいるものの，学部１年
生の乳児へのかかわりの経験は，かなり少ないといわざ
るを得ない。
　一方で，「乳児保育」２単位の授業において（２０１９年
度からは「乳児保育Ⅰ」（２単位）「乳児保育Ⅱ」（１単
位）において），先に述べた幅広く多岐にわたる内容をす
べて習得することが求められており，保育実習を行う前
の学部１年生にとってはハードルが高い課題となる。そ
の対応として筆者も「乳児保育」の授業におけるさまざ
まな工夫について，これまでも考えて手立てを講じてき
た。例えば，乳児保育についてのビデオ等の映像資料を
授業の中で用いることはもちろんであるが，それだけで
なく，学生の体験を増やすために，親子で大学に来学し
てもらい，学生が保育を計画・実施する「赤ちゃんサロ
ン」（現在は「すくすくサロン」に改称）を後期の「相談
援助」「保育相談支援」の授業担当者と共同で，月１回程
度開設し，１年生前期から保育にかかわる機会を設けて
いる。「サロン」の意義についてはすでに木村・塩路・
佐々木ほか（２０１３）や，木村・塩路（２０１６）が報告し
ているが，大学における親子の「子育て支援」的な場で
もあり，保育所における「乳児保育」の場ではないとい
う限界もある。特に，モデルとなる保育士の存在を明確
に位置づけることが課題として残されている。
　保育所における「乳児保育」への参与観察等は，時間
割上の時間的制約や，乳児の感染症への危機管理もある
ため容易ではなく，授業である「乳児保育」での実施は
今のところ困難である。そこで今年度は新たに，現職保
育士によるゲスト・スピーカーの講話を，授業の中で聞
く機会を設けた。
５．現職保育士による講話内容
　講話を依頼した現職保育士は，乳児保育にたずさわり，
保育士経験３年目である。長年の保育経験を有する熟達
した保育士よりも，３年目という若手保育士のほうが学
生にとっては身近で，保育士のイメージを具体化しやす
いのではないかと考えて，依頼した。講話は９回目の授
業で実施し，学生は座学を中心に乳児の発達や遊び，保
育の環境や指導計画などについて学んでおり，「すくすく
サロン」はこの時点では未経験である。
　現職保育士による講話内容の概要は以下の通りである。
「現職保育士が考える子どもとは，保育士とは，保育とは」とい
う題目で講話を行った。（…中略…）
はじめに，乳児保育の現場をイメージしやすいよう，自己紹介と
して，これまでに担任したクラス及び，クラスごとの子どもと大
人の人数配置，低月齢児，高月齢児に分かれたグループ保育であ
ること，保育室の使い方などを伝えた。
保育園で取り組んでいる保育内容の紹介では，泥んこあそび，リ
ズム運動，製作をしてあそびにつなげる「作ってあそぶ」，ごっ
こあそび，描画，食育を挙げ，保育の様子を伝えた。リズム運動
や描画も，月齢に合わせた形で０歳児から取り組んでいる。それ
らの活動の中で大切にしていることや，育みたいこととして，以
下の点を挙げた。大人中心ではなく，“子どもにとって”何が良
いかという視点を大切にしていること，乳児期は自我の形成に
とって重要な時期であり“ジブンデ”の気持ちが育つ主体的な生
活をつくっていること，集団の中で力をつけること，保育園は保
護者の就労支援を担っており，親子で一緒に育つことである。
具体的な保育の様子として，写真を交え保育実践を紹介した。散
歩先で出会っただんごむしを題材に，だんごむしの製作をして，
それを子どもがいつでも取り出せる作品入れに置いている。自由
遊びのなかでも，制作物を取り出して，だんごむしごっこを楽し
む姿がある。また絵本「ころちゃんはだんごむし」にも親しみな
がら，新聞紙ちぎりでの大きなだんごむし作りや，青虫の飼育経
験を経て，ちょうの製作をしたことなどを通して，あそびをどの
ように展開するかを例示した。（…中略…）
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６．現職保育士による講話についてのアンケー
トの結果と分析
　現職保育士による講話の実施後，受講学生に対してア
ンケートを実施した。アンケートをKJ法で分析した結果，
下記の〈図２〉のように概念図を作成した。
　現職保育士の講話を聴いた受講学生は，まず乳児につ
いて，「自分の意志をもっている」「創造力や柔軟な発想
をもっている」「リズム遊びや製作，散歩をすることに驚
いた」といった，乳児が〈主体的に遊び，活動する〉こ
とについて驚きをもって認識している。「言葉や分別が十
分に発達していない」といった乳児の身体的・精神的な
未発達さについての言及もあるものの，それ以上に，乳
児が自らの意志を持って乳児なりに考えたり発想したり
して，様々な遊びに取り組む存在であると理解したので
ある。さらに，「月齢による発達段階の違い」なども改め
て認識している。これらは現職保育士の講話の授業より
前の回に，講義の中でも説明した事柄であるが，現職保
育士による具体的な乳児の姿についての語りにより，よ
りリアルなものとして学生に受け止められたものと考え
らえる。
　また保育士については，「子どもとのかかわりを深める
ことの大切さ」「『子どもにとって』を一番大切にする，
という言葉が印象に残った」といった，子どもとのかか
わりにおいて保育士が〈子どもの主体性を大切にする〉
ことに焦点をあてて学生は認識していた。これは保育士
にとって最も重要な保育姿勢の一つであり，現職保育士
が語ったこの内容にこそ学生が着目しているのである。
この保育姿勢にもとづいて，「月齢に合った保育」「保育
技術」といった〈具体的な保育方法〉の一端を知ること
ができたことも学びであったとしている。
　さらに「他の保育士との連携の重要性」についても学
生は着目しており，乳児にとっての有意義な保育を行う
ためには，他の保育士との連携が不可欠であることを学
んでいる。
　現職保育士による語りは，学生にとっては「現場のリ
アルな仕事」を実感させ，そこから「大変さ」だけでな
く，「魅力」や「やりがい」もまた感じ取っている。
保育とは，という点については，これまでの保育士生活の中で感
じた，保育とはチームワークであるということを述べた。（…中
略…）クラス運営では，クラス全体の活動を導く役割と，個別対
応が必要な子どもに関わり，掃除や片付けといった事柄を中心に
担う役割を分担している。また，常時子どもが在園する中で，午
睡中に職員が休憩をとり，会議等も行うことから，複数担任クラ
スからクラスへ応援という形で入り，会議等を運営している。（…
中略…）また，乳児保育は複数担任が基本であることから，ベテ
ラン保育士の元で教わりながら保育を学べるよさがある一方，複
数の担任と意見をすり合わせながら保育をつくる難しさや悩み
もある。
子どもとは０歳児であってもしっかり意志を持っており，決して
大人の思い通りにはできない立派な一人の人である。“子どもに
とって”を一番に考える存在でありたい，思いをもって保育し，
保育士として成長していくことを大切にしたいということを伝
えた。
さいごに，保育士は自分の長所も，時には自身が短所と捉えてい
ることも活かせる仕事である。必ず活かせる部分があるので，得
意なところから保育の学びを広げてほしいという学生へのメッ
セージで締めくくった。
質疑応答では，「なぜ制作物を子どもが自分で取り出せるように
しているのか」，「偏食への対応」，「なぜ幼稚園やこども園ではな
く，保育園を就職先に選んだのか」等の質問に回答した。
乳児について
保育士について
これから学びたいこと
自分の意志をもっている乳児
創造力や柔軟な発想をもつ子ども
乳児がリズム遊びや製作，散歩をすることの驚き
傷つきやすく回復しやすい乳児
言葉や分別が十分に発達していない乳児
乳児の偏食についての驚き
月齢による発達段階の違い
異年齢の子どもとのかかわりの重要性
日ごろから大人との協調性を養いたい
一つ一つの言動に気を遣う
知識を深めたい 実習やボランティアなどで乳児と
かかわる経験を増やしたい
乳児の感情の読み取りとかかわり
子どもにとって必要なことを
広い視野で考えたい
保護者対応
子どもとのかかわりを深めることの大切さ
乳児の意志や自我，柔軟な発想，達成感を
大切にする
月齢に合った保育の必要性
様々な体験の場としての保育
偏食や子どもの関心をひく
ことについての保育技術
子どもの工作やリズム
遊びをサポート
「子どもにとって」を一番大切
にする，という言葉が印象に
残った
善悪など先生として教えなくては
ならないことがある
他の保育士との連携の重要性
現場のリアルな仕事の様子を聞いて、大
変な仕事であると実感
長いスパンで子どもの成長を見るこ
とができる保育士の仕事の魅力
自分の個性を生かせる仕事 やりがいのある仕事
????????
????????
????????
????????
〈図２〉現職保育士の講話を聴いて学生が考えたこと
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学部授業「乳児保育」における保育イメージの具体化に関する一考察　－－現職保育士と連携した授業の可能性－－
　これらのことを踏まえて，学生がこれから学びたいこ
ととしては，「日ごろから大人との協調性を養いたい」「一
つ一つの言動に気を遣う」といった乳児の保育士になる
ために必要な態度を身に付けていきたいと考えている。
保育士は他の保育士や保護者とのコミュニケーションを
行うことが不可欠であるため，学生のうちから大人同士
のコミュニケーション能力を養うことが大切であると考
えたのであろう。さらに，「乳児の感情の読み取りとかか
わり」など，〈乳児保育についての専門的知識〉を身に付
けることも学びたいことに挙げている。現職保育士の講
話は，具体的で分かりやすいが，そこで語られる乳児や
遊びの様子は専門的知識に裏打ちされたものであること
が学生にもわかり，その必要性を痛感したと思われる。
　また学生自身が自らの経験不足を痛感し，「実習やボラ
ンティアなどで乳児とかかわる経験を増やしたい」とし
ており，乳児の姿を理解するための知識を身に付け，保
育の専門的技術を向上させるためにも，ベースとなる「乳
児とかかわる経験」を積みたいと思ったのであろう。
　先に述べた「乳児保育」の受講開始前に学生に対して
行ったアンケート調査の結果と比較すると，現職保育士
の講話後には，乳児という存在が意志をもった主体的存
在である，というイメージがより具体的にふくらんでい
ることが明らかになった。また，保育士が乳児の主体性
を中心とした保育を行うためにはどうすればよいか，と
いうことを保育姿勢とする専門職であることも理解しつ
つあることがわかる。専門職となるためにも，日ごろか
らの大人同士のコミュニケーションをとる姿勢なども身
に付けていくことへの意欲もわいている。それは授業の
中で「教えてもらう」という受け身の姿勢ではなく，自
ら学ぶことへのきっかけを掴んでいるといえるのではな
いだろうか。
７．まとめ
　以上のように，必修科目である学部授業「乳児保育」
における授業を充実させるための工夫について述べてき
た。受講生が大学１年生の場合，乳児にかかわる経験や，
乳児保育・保育士についてのイメージが不足しており，
授業において専門的知識を学ぶ上では，それらを補うこ
とが必要である。現職保育士による講話は，今回は一度
であるため，モデルとなる保育士の存在として位置付け
るところまでには至っていない。しかし，乳児保育や保
育士のイメージを形成するための一助となるのではない
だろうか。大学１年生の授業においては，イメージの具
体化とともに，今後の学びを深めるための動機付けを高
めることも重要である。乳児保育の重要性が増す中で，保
育士養成施設における授業単位も増加するため，授業を
充実させるためのさらなる工夫を行わなければならない。 
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